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　乳癌は女性が最も多く罹
り か ん

患する癌です1）。患者さんが納得して
治療を受けていただけるように、エビデンス（根拠）に基づいた治療

（手 術、薬 物 療 法：内 分 泌 療 法・化 学 療 法・分 子 標 的 療 法、 
放射線療法）を実施することが大切です。
　本冊子は、エリブリンメシル酸塩静注液「ニプロ」で治療を
受ける患者さんに、お薬の特徴、投与方法、主な副作用とその
対処法等を理解していただくためにまとめました。本冊子の内
容を十分に理解したうえで、不安を解消され、前向きに治療に 
臨んでいただければと思います。開 始 時に説 明を受けても、 
治療が進むにつれて、ご自身の治療に関してわからないことや 
心配なこと、もっと知りたいこと等が出てきましたら、お一人で 
悩まずに遠慮なく医療スタッフ（担当医師、看護師、薬剤師等）に
ご相談ください。

1）厚生労働省健康・生活衛生局がん・疾病対策課 ： 全国がん登録 罹患数・率報告 2020

監修 大阪大学医学部附属病院
乳腺・内分泌外科 教授 島津 研三 先生

はじめに
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Ⅰ.�

治
療
を
は
じ
め
る
前
に

確
認
す
る
こ
と

エリブリンメシル酸塩静注液「ニプロ」を安全に投与するために、
以下の項目について、1つでもあてはまる項目がある方は、あらか
じめ医療スタッフに必ずお伝えください。

その他、わからないこと、不安なことがありましたら、
医療スタッフにご相談ください。

妊娠している、または妊娠している可能性がある。

授乳中である。

以前にお薬や注射の治療を受け、発疹やかゆみ等が出た 
ことがある。

現在、他の病院で治療を受けている、またはこれから受け 
ようとしている。

現在、何かのお薬（市販薬、サプリメントも含む）を
服用している。

Ⅰ.�治療をはじめる前に確認すること
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アポトーシス*

がん細胞の増殖抑制

* 不要になった細胞を処理
するために、あらかじめ
細胞自体にプログラム 
された細胞死のこと

細胞分裂停止

エリブリンメシル酸塩は微小管が
伸びるのを抑制します微小管

Ⅱ.�

エ
リ
ブ
リ
ン
メ
シ
ル
酸
塩

静
注
液「
ニ
プ
ロ
」と
は

エリブリンメシル酸塩静注液「ニプロ」は、クロイソカイメンと
いう海綿動物から取り出した天然成分がもつ抗がん作用に着目
し、合成・開発された有効成分であるエリブリンメシル酸塩を含む 
抗がん剤です。
がん細胞は細胞分裂時に中心体から『微

びしょうかん

小管』を伸ばして染色体
を2つに分け、無限に分裂（増殖）を繰り返してかたまりを作り、 
リンパや血流を介して他の臓器や全身に広がることもあります。 
エリブリンメシル酸塩静注液「ニプロ」はこの『微小管』が伸び
ないようにすることで、がん細胞の分裂を止め、アポトーシス*を 
誘導し、がん細胞の増殖を抑制します。

Q１.�どのようなお薬ですか？

天然成分を由来とした抗がん剤で、�
がん細胞の分裂を妨げて増殖を抑えます。A

Ⅱ.�エリブリンメシル酸塩静注液「ニプロ」とは

染色体
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Ⅱ.�

エ
リ
ブ
リ
ン
メ
シ
ル
酸
塩

静
注
液「
ニ
プ
ロ
」と
は

エリブリンメシル酸塩静注液「ニプロ」の治療を受けることができ
る方は、手術不能または再発乳癌の方です。
好中球数・血小板数が少ない方や肝臓の機能が低下している方は、
担当医師の指示のもと、必要に応じて減量や投薬延期をしながら
治療を受ける必要があります。

Q2.�どのような方が投与を受けられますか？

手術不能または再発乳癌の方A

Ⅱ.�エリブリンメシル酸塩静注液「ニプロ」とは
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エリブリンメシル
酸塩静注液

「ニプロ」投与

次のサイクル

1週目 2週目 3週目 6週目5週目4週目

1サイクル

エリブリンメシル
酸塩静注液

「ニプロ」投与

1回の 
投与時間は 
2〜5分ですエリブリンメシル酸塩静注液「ニプロ」の

投与スケジュールの目安

Ⅱ.�

エ
リ
ブ
リ
ン
メ
シ
ル
酸
塩

静
注
液「
ニ
プ
ロ
」と
はエリブリンメシル酸塩静注液「ニプロ」は、2～５分かけて静脈に 

投与します。
投与スケジュールは、3週間を1サイクルとしています。週1回の 
投与を2週間続け、3週目はお休み（休薬）し、これを繰り返します。
また、できるだけ安全に治療が継続できるよう、治療中は血液検査
の結果や副作用の状況を確認しながら、お薬の投与を延期・中止 
したり、お薬の量を減らしたりして、投与スケジュールを調整します。

Q3.�どのような投与スケジュールですか？

週1回、２週続けて投与し、3週目はお休みします。
通常、この3週間のサイクルを繰り返します。�
また、1回の投与時間は、2～5分です。

A
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Ⅱ.�

エ
リ
ブ
リ
ン
メ
シ
ル
酸
塩

静
注
液「
ニ
プ
ロ
」と
は

お薬が血管の外に漏れないよう、投与中は安静にしてください。
また、まれにアレルギー症状があらわれることもあります。

以下のような症状がみられたときは、すぐに医療スタッフにお知ら
せください。

Q4.�投与中に気をつけることは何ですか？

投与中は安静にしてください。A

• 注射部位に違和感、痛み、焼けるような熱さを感じる

• 注射部位周辺が赤くなる、腫れる

• からだがかゆい、発疹が出る

• ほてり感を感じる

• 息苦しい、心臓がドキドキする

• 吐き気、腹痛がする

• 寒気がする、冷や汗が出る

その他、気になる症状があらわれた場合も 
同様に医療スタッフにすぐに伝えてください。

Ⅱ.�エリブリンメシル酸塩静注液「ニプロ」とは
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エリブリンメシル酸塩静注液「ニプロ」の
主な副作用とあらわれやすい時期*

*この発現時期は目安です。これ以外の時期でも起こることがあります。 
 また、別の副作用も起こることがあります。

投与当日〜翌日以降 • 吐き気（嘔
お う と

吐）
• 食欲低下

 →10頁

投与後2〜3日頃 • 疲労感（だるさ） →11頁

投与後2〜10日頃 • 口内炎
• 下痢・便秘  →12、13頁

投与後1週間以降 • 骨髄抑制による感染症 →14、15頁

投与後1〜3ヵ月頃 • 末梢神経障害（手足のしびれ等） →16頁

Ⅲ.�

主
な
副
作
用
と
そ
の
対
処
法

●�副作用に対する基本的な心構え

• 副作用は必ず起こるものではありません。その種類や程度、
あらわれる時期も個人差があります。

• 予想される副作用を知っておけば、あらかじめ対策を立てて 
おくことができ、予防できるものもあります。

• 症状がつらいときや長引くとき、気になる症状やいつもと
違う症状があるときには、どんなささいなことでも我慢せず 
医療スタッフにご相談ください。

Ⅲ.�主な副作用とその対処法

9



Ⅲ.�

主
な
副
作
用
と
そ
の
対
処
法

• 治療を受ける日は、食事の量を控えて 
おきましょう（例えば半分にするなど）。

• からだを締め付けない、ゆったりとした
衣服を着用しましょう。

予防のために

吐き気や食欲低下は、投与後すぐにあらわれる場合
が多いですが、翌日以降にあらわれる場合もあります。

●�吐き気（嘔吐）・食欲低下

• 食べたいもの、食べられるものを少量ずつゆっくり食べましょう。

• 刺激やにおいの強いものは避けましょう。

• 食事ができない場合でも、冷たい水でうがいをしたり、 
氷やキャンディー等を口に含んで、口の中を清潔にしましょう。

• 窓を開けるなどして 
室内の換気をよくして、 
リラックスしましょう。

症状があるときの対応

投与当日〜
翌日以 降

Ⅲ.�主な副作用とその対処法
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Ⅲ.�

主
な
副
作
用
と
そ
の
対
処
法

『からだがだるい/ 重い』『疲れやすい』といった身体的・精神的
な疲労感があらわれることがあります。多くの場合、投与後 
2～3日頃にあらわれます。

●�疲労感（だるさ）

• 無理をせず、睡眠や休養を十分にとりましょう。

• 入浴やマッサージによりからだを温めて血液やリンパの 
流れをよくすることで、症状が改善することがあります。

• 自分なりのリラックス法（音楽や散歩、読書、映画鑑賞等）
で、気分転換しましょう。

症状があるときの対応

投 与 後 
２〜３日頃
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Ⅲ.�

主
な
副
作
用
と
そ
の
対
処
法

* 冷たいもの、室温程度に冷めたもの、
なめらかな食感でうす味のもの、やわ
らかく調理したもの、油分が多い料理
を食べる。ストローで飲む。
酸味の強いもの、スパイスをきかせた
もの、塩辛いものはなるべく食べない。

口内炎があらわれやすい時期は、投与後2～10日頃です。
投与前からの口腔ケアが最も大切です。

●�口内炎

• こまめにうがいをして口腔内を清潔に保ちましょう。

• 歯ぐきを傷つけないようにやわらかい歯ブラシで歯を磨き
ましょう。

• 舌のブラッシングも習慣づけましょう。

• 虫歯は前もって治療しておきましょう。

予防のために

• 口内炎があらわれたときには、食事の工夫 *をするとよい
でしょう。

• 口の中の痛みや腫れ、傷による出血等がわかったときは
医療スタッフにご相談ください。

• 市販のうがい薬等で症状が悪化してしまうこともあるので、
医療スタッフの指導のもとで行いましょう。

症状があるときの対応

投 与 後 
２〜10日頃

Ⅲ.�主な副作用とその対処法
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Ⅲ.�

主
な
副
作
用
と
そ
の
対
処
法

下痢や便秘も投与後2～10日頃にあらわれることがあります。

●�下痢・便秘

• 食事は消化の良いものを、少量ずつ、何回かに分けて食べましょう。

• 刺激の強いもの、脂っこいもの、においの強いものは避けましょう。

• 水分（温かいお茶や常温のスポーツ飲料等）を十分に摂りましょう。

• トイレの後は肛門の周囲を洗浄して、清潔にしましょう。

• 症状が激しい、長引く、排便回数が1日4回以上の場合
は、医療スタッフにご相談ください。

下痢には

• 水分を十分に摂りましょう。

• 食物繊維が多く含まれる食品を摂りましょう。

• 担当医師に相談のうえ、適度な軽めの運動やお腹の 
マッサージをしましょう。

便秘には

症状があるときの対応

投 与 後 
２〜10日頃
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Ⅲ.�

主
な
副
作
用
と
そ
の
対
処
法

発熱と下痢が同時に起こった場合は要注意です！

エリブリンメシル酸塩静注液「ニプロ」の投与により、細菌
からからだを守る役割の白血球や好中球が減ってくる投与後 
1週間以降（～2週間）は、からだの抵抗力が低下して風邪や肺
炎等に感染しやすい時期となります。

●�骨髄抑制による感染症

Ⅲ.�主な副作用とその対処法

• 38℃以上の発熱が持続

• のどの激痛と咳が止まらない

• 寒気が止まらない

• 激しい下痢（軟便）や腹痛が続く

• 頻尿、排尿時の痛みが持続

以下の症状があらわれたときには�
担当医師にすぐに連絡してください

14



Ⅲ.�

主
な
副
作
用
と
そ
の
対
処
法

• こまめに手洗い（石けんで）、うがいをしましょう。 
（起床時、帰宅時、食事・トイレの前後、お薬の服用前）

• 毎日入浴し、からだを清潔に保ちましょう。 
（できない場合は短時間のシャワーでも可）

• 排便後は肛門の周りを清潔にしましょう。 
（トイレはできるだけ温水洗浄便座を使用するのがよいでしょう）

• ケガをしないように気をつけましょう。小さな傷でも十分
に手当てしましょう。

• 人混みを避け、外出時はマスクを着用しましょう。

• 毎日体温を測りましょう。

• 予防接種は担当医師に相談してから決めてください。

予防のために

投 与 後 
１週間以降
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Ⅲ.�

主
な
副
作
用
と
そ
の
対
処
法

『手足がしびれる』『手足に違和感がある』『手足に力が入らな
くなる』『指先が痛くなる』『冷たい・熱いという感覚が鈍くなる』
といった末梢神経障害があらわれることがあります。あらわれ
やすい時期は、投与後1～3ヵ月頃です。そのため、物を落と
しやすい、つまずきやすい（転倒しやすい）、ボタンがかけにく
い、といった日常生活に影響を及ぼす症状があらわれることが 
あります。

●�末梢神経障害（手足のしびれ等）

• 足がしびれるために起こる転倒に気をつけましょう。

• 感覚（温感）が鈍いために起こるやけどに気をつけましょう。

• 手足に力が入らない場合は、重いものを持たない、ある
いは家族等周りの方に手伝ってもらうようにしましょう。

• 入浴時のマッサージは、症状を和らげるのに効果的です。

症状があるときの対応

投 与 後 
１〜３ヵ月頃

Ⅲ.�主な副作用とその対処法
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Ⅲ.�

主
な
副
作
用
と
そ
の
対
処
法

副作用名 主な症状 気をつけること

肝機能障害 • からだがだるい
• 白目やからだが黄色くなる
• 吐き気

自覚症状だけではわかりにくい 
ため、血液検査、肝機能検査を
忘れずに受けましょう !

間質性肺炎 • 息苦しい、息切れ
• 乾いた咳　• 発熱

特に長びく咳、発熱、息切れ等
には要注意です !

皮膚粘膜眼症候群、
多形紅斑

• 発熱　• 眼が赤くなる
• 唇、口内がただれる
• 赤く盛り上がる皮疹

粘膜や皮膚の症状があり、 
発熱を伴う場合は要注意です！

脱毛や味覚異常があらわれることもあります。

重大な副作用には肝機能障害と間質性肺炎、皮膚粘膜眼症
候群、多形紅斑があります。以下の症状があらわれたときには、
担当医師に早めに連絡してください。

●�その他の副作用

• 帽子や、ウィッグ、バンダナ、スカーフを用意しておくとよいでしょう。

• 刺激の少ないシャンプー（弱酸性シャンプーやベビーシャンプー等）で
髪を洗いましょう。

• 脱毛がはじまる前に髪を短くカットしておき、パーマや髪を染めたり 
するのは避けましょう。

• ヘアブラシはやわらかいものを使用しましょう。

脱毛には

• 食欲が湧かないときは、無理をせず食べられるものを可能な範囲で 
食べましょう。

• 味覚が変わってしまったときは、家族に協力してもらい、味付け等食事 
メニューを工夫したり、食事を楽しめる環境を整えてもらいましょう。

味覚異常には

症状があるときの対応
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 体調管理ダイアリー 体調管理ダイアリー
－治療日記－－治療日記－

 体調管理ダイアリー
－治療日記－

　　年　　月　　日　～　　年　　月　　日

監修
岡山赤十字病院 院長補佐/薬剤部 部長
日本医療薬学会認定 がん指導薬剤師 森 英樹 先生

3

治療日記

先生に伝えたいこと

投与した日

記入日 　／　 　／　

体重

体温

排便

下痢

睡眠

疲労感

息切れ・咳

吐き気

嘔吐

手足のしびれ・痛み

筋肉痛・関節痛

湿疹

むくみ

食事の量

通常

有　無

回

kg

℃

（　　回）

少ない

食べられない

　／　 　／　 　／　 　／　 　／　

通常

有　無

回

kg

℃

（　　回）

少ない

食べられない

通常

有　無

回

kg

℃

（　　回）

少ない

食べられない

通常

有　無

回

kg

℃

（　　回）

少ない

食べられない

通常

有　無

回

kg

℃

（　　回）

少ない

食べられない

通常

有　無

回

kg

℃

（　　回）

少ない

食べられない

　／　

通常

有　無

回

kg

℃

（　　回）

少ない

食べられない

通常

有　無

回

kg

℃

血圧
mmHg

（　　回）

少ない

食べられない

毎日、記録しましょう。□ 副作用を感じたものにチェックを入れてください。

見 本

mmHg mmHg mmHg mmHg mmHg mmHg mmHg

.

.

副作用が現れる時期や種類、どのような程度かは、患者さんによって異なります。治療を受けていて
気になる症状や不安なことがあるときは、すぐに医師、薬剤師、看護師に相談しましょう。

悪　良 悪　良 悪　良 悪　良 悪　良 悪　良 悪　良悪　良

Ⅳ.�

治
療
中
の
体
調
を

記
録
し
ま
し
ょ
う

エリブリンメシル酸塩静注液「ニプロ」で治療中は体調の変化に
注意し、副作用があらわれた場合にも早めに対処できるように 
しておくことが大切です。

「体調管理ダイアリー」を活用して、毎日の体調や気になることを
記録しておきましょう。ダイアリーをつけることで、あなたのから
だの状態を知ることができ、副作用を早く見つけられます。また、 
担当医師が治療計画を立てるうえでも役立つ情報となります。
毎日の体調をチェックしながら気になることがあれば、遠慮せず 
医療スタッフに相談しましょう。

「体調管理ダイアリー」を活用しましょう

Ⅳ.�治療中の体調を記録しましょう
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Ⅴ.�

こ
ん
な
場
合
は

す
ぐ
に
連
絡
を
！

以下のような症状を自覚したときは、すぐに病院に連絡してください。

• 持続する38℃以上の発熱（悪寒・ふるえを伴うことも） →14頁

• 我慢できない腹痛（腰やわき腹の場合も） →14頁

• 吐き気が1日に何回もあり、しかも水分もとれない →10頁

• ひどい下痢が続く（同時に発熱が起こることも） →14頁

• 排尿時に痛み、焼けるような熱さを感じる →14頁

• 白目やからだが黄色くなる →17頁

• 乾いた咳が数日続く、息が苦しい →17頁

いつでも連絡や相談ができるように電話番号を控えておきましょう。

医療機関名

電 話 番 号

担当医師名

かかりつけの医療機関情報

Ⅴ.�こんな場合はすぐに連絡を！
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気軽に声をかけてください
副作用の発現は人それぞれで、必ずしもすべての 
患者さんにあらわれるとは限りません。また、発現
した場合、時期や種類、程度も患者さんによって 
異なります。もし副作用があらわれた場合は、気軽
に医師や看護師、薬剤師にお声がけください。


